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本調査はホタテガイ養殖漁場における養殖貝の実状を把握 し､生産現場における問題点を検討する

ため昭和52年以降実施 しているものである｡調査主体は陸奥湾内の漁業協同組合であり､むつ湾漁業

振興会､沿岸市町村及び県が協力し養殖貝実態調査､養殖数量調査､ホタテガイ椎貝の採取及び利用

計画調査を実施 した｡

1.養殖具実態調査

調 査 内 容

(1) 調 査 期 間 :平成 2年 5月22日～ 6月1日

(2) 調 査 場 所 :陸奥湾内 (平舘村～脇野沢村)12漁業協同組合地先

(3)調査対象貝 :平成元年産養殖ホタテガイ

(4) 調査対象者 ･調査点 ･調査個体数 :表 1のとお り

(5) 調 査 方 法 :陸奥湾内の仝養殖者の 5% を基準に無作為抽出し､調査対象者のホタテガイを養殖

現場で調べた｡ (原則として 1対象者あたり2点)

表 1 調査対象者､調査点数及び調査個体数

区分項 目 パールネット 丸 亀 耳 づ り

計調査 対 象 者 数 (人) 54 14

39 107調 査 点 数 (点) 76

18 55 149調 査 個 体 数 (個) ll,794 2,944 9,260 23,9
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調 査 結 果

近年のへい死率､異常貝出現率 を図 1､表 2に示 した｡
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今年度の全湾平均の-い死率は2.9%､異常貝出現率は8.3%でありへい死率は低下 したものの異常

貝出現率は依然として高い値が続いてお り､いまだに養殖方法の改善が進んでいないことが示唆され

た ｡

図 2､3及び表 3に養殖方法別の調査結果を示 した｡平成元年産養殖貝の大きさは全湾平均で殻長

7.9cm(昨年同期7.3cm)､全重量56.5g (同47.0g)であり昭和52年以降最 も良い成長を示 した｡ パ

ールネットでは平均殻長8.0cm､全重量55.1g､丸亀では平均殻長7.6cm､全重量49.9g､耳づ りでは

平均殻長8.0cm､全重量60.5gであり丸亀での成長が悪 く異常貝出現率 も17.6%と高かった｡

収容密度は全湾平均でパールネット16.4枚/段､丸寵17.2枚/段､耳づ り168.4枚/逮 (昨年同期

16.4枚/段､20.6枚/段､172.4枚/逮)であり昨年より僅かに減少したが垂下連の間隔はパールネ

ット44.0cm､丸亀68.3cm､耳づ り45.7cm(昨年同期43.1cm､58.6cm､46.6cm)と依然として狭 く､幹

綱 1mあた りの収容数はパールネット371.9枚/m､丸龍257.0枚/ m､耳づ り411.1枚/ m (昨年同

期388.4枚/ m､371.6枚/ m､393.7枚/ m)となってお りいずれの養殖方法 も過密状態が続いてい

る｡

平成元年産養殖貝の特長は成長が良 く次の三点が原因と考えられる｡

① 63年産養殖貝が平成元年 5月から10月にかけて大量にへい死 し､かつ夏前までに出荷されたた

め一時的に総養殖数量が減少した｡

② ホタテガイの産卵が20日程度早 く始まり､その後も順調に採苗できた｡

③ 冬季間の水温が高 く推移 しホタテガイの生育に適 していた｡

近年のホタテガイ養殖漁業では養殖貝の増加 と並行 して全域でホタテガイ外套膜損傷に起因する異

常貝が出現 してお り養殖方法の改善 (低密度養殖)が課題 となっているが依然として解消されていな

い｡

2.養殖数量 ･稚貝採取及び利用計画

調 査 内 容

調査期 日:平成 2年 5月

養殖数量調査一一一一昭和63年産及び平成元年産ホタテガイの保有数量を仝養殖者から聞き取 り調

査 した｡ (平成 2年 4月30日現在)

採取利用計画調査一一平成 2年産貝ホタテガイの採取及び利用計画数量等を仝養殖者から聞き取 り

調査 した｡ (平成 2年 4月30日現在)

調 査 結 果

養殖数量調査結果を表 4に､採取利用計画を表 5に示 した｡

(1)63年産貝 (成貝)

平成 2年 4月30日までに椎貝約 1億 6千万枚､成貝約 1万 2千 トンが出荷され､現在保有 してい

る数量は約 5千 3百万枚である｡
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表-2 -い死率 及び 異常 貝出現率 の年度別推移 (単位 :%)
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区 分 調査年度 胡査対8t且 上 磯 青 森 平 内 上 北 下

北 全 湾 平 均へい死率(%)異 2 元 年蔑見 3.0(0.4- 4.6) 1.4(1.1- 2.1) 2.9(1.5- 7.9) 4.4(3.8- 5.1) 1.8(0.0- 2.

3) 2.9(0.0- 7.9)フt 63年産且 13.6( 0-25.0) 13.8( 0-57.3) 4.2( 0-18.1) 3.6(0.6-19.3) 6
.0( 0-50.4) 6.8( 0.-57.3)63 62 2.7( 0- 9.5) 4.2( 0-14.9) 3.5( 0-ll.0) 2.1(0

.4- 8.8) 1.0( 0- 7.4) 3.1( 0-14.9)62 61 6.6( 0-20.6) 6.2( 0-17.6) 5.2( 0-25.8
) 3.0( 0-10.3) 2.1( 0- 7.2) 4.9( 0-,25.8)61 60 2.7( 0- 7.5) 1.2( 0- 6.1)

4.6( 0-ll.0) 3.8( 0- 8.9) 0.3( 0- 4.5) 3.4( 0-ll.0)60 59 5.5( 0-37.2) 1.8( 0
-17.5) 1.5( 0- 4.8) 1.8( 0- 6.8) 1.8( 0-13.8) 2.2( 0-37.2)59 58 2.1( 0-ll.4)

2.3( 0-10.6) 2.2( 0-38.4) 1.8( 0-ll.5) 1.7( 0-12.1) 2.2( 0-38.4)58 57 2.1( 0-12.4) 2.2( 0-15.1) 4.0( 0-43.8) 4.2( 0-22.3) 1.1( 0- 7.6) 3.1( 0-43.8)
57 56 1.8( 0-67.0) 0.8( 0- 8.2) 1.2( 0- 7.1) 0.7( 0- 2.6) 0.1( 0- 2.0) 1.0( 0-67

.0)56 55 5.5( 0-36.7) 3.0( 0-21.0) 1.8( 0-17.7) 1.0( 0- 3.8) 8.5( 0- 2.1)
2.3( 0-36.7)55 54 0.2( 0- 3.2) 12.3( 0-43.5) 3.5( 0-46.0) 0.1( 0- 1.4) 0.3( 0

- 2.8) 2.4( 0-46.0)54 53 0.8( 0- 7.0) 1.2( 0-10.0) 1.5( 0-36.0) 4.9( 0-17.0)
1.6( 0-26.0) 1.7( 0-36.0)53 52 12.0( 0-57.0) 4.0( 0-30.0) 6.0( 0-69.0) 0.2( 0- 0.6) 5.

0( 0-17.0) 6.0( 0-69.0)2 フt 10.7(3.0-22.8) 6.3(4.8-ll.6) 6.2(3.7- 8.6) ll.9(5.2-19
.3) i5.8(0.0-23.0) 8.3( 0-23.0)フt 63 41.4( 2-78.0) 46.5( 6-92.0) 20.1( 0-88.0)

23.0(6.0-86.0) 18.7( 0-88.0) 26.5( 0-92.0)63 62 10.9( 0-42.0) 25.9( 0-70.
0) 6.5( 0-38.0) 9.0(2.0-2°0.0) 2.0( 0-12.0) 10.3( 0-70.0)62 61 4.7( 0-16.0

) 5.5( 0-20.0) 4.8( 0-36.0) 3.0( 0- 8.0) 2.4( 0-12.0) 4.4( 0-36.0)常 61 60
'2.0( 0- 6.0) 2.1( 0-32.0) 2.7( 0.-14.0) 2.1( 0- 6.0) 1.4( 0- 8.0) 2.3( 0-32.0)負 60 59 5.1( 0-44.0) 2.8( 0- 8.0) 1.9( 0-12.0) 2.0( 0- 8.0) 4.5( 0-14.0) 2.7( 0-44.

0)出 59 58 4.3( 0-48.0) 3.0( 0-25.0) 2.6( 0-24.0) 9.8( 0-38.0) 3.5( 0-26.0) 3.8( 0
-48.0)現 58 57 2.4( 0-22.0) 4.7( 0-58.0) 5.4( 0-58.0) 5.5( 0-14.0) 1.6( 0-24.0

) 4.4( 0-58.0)率(%)地 57 56 5.1( 0-50.0) 2.0( 0-30.0) 1.3( 0- 8.0) 1.1( 0-16.

0) 2.8( 0-10.0) 1.9( 0-50.0)56 55 17.8( 0-92.0) 15.3( 0-68.0) 4.0( 0-64.0)

5.8( 0-22.0) 6.3( 0-21.2) 8.3( 0-92.0)55 54 4.5( 0-20.0) 22.6( 0-72.0) 8.9( 0-40.0) 3.0( 0-22.0) 2.3( 0-22.0) 6.6( 0-72.0)54 53 5.9( 0-62.0) 12.0( 0-34.0) 3.0( 0-80.0) 5.4( 0-24.0) 5.6( 0-8



表-3 平成 2年春期ホタテガイ養殖実態調査結果 (地区別､養殖方法別) ( )は調査人数
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地 区 区 分 Il*訴 査 点 数 II-い 死串I I異常且 出現 率 平 均収容 数 ,平均殻長 ll平均重量 II平均軟体 部重 量(g) I連 の間 絹 i1m当 り
の収 容 数(枚)(%) (%) l (枚/倭 .逮) (cm

) I (g) i (cm)上 磯 パール ネ ッ ト (ll) 1 9 3. 1I 10.9 I 22. 0 7.8 I
53. 1I 21. 5 49. 9 546. 6丸 か ご ( 1) 1 0.7 0.0 15.0 8.4 67.0 27. 6 6

6. 0 295. 5耳 づ り ( 0) 0 - - - - - - - -平 均 I(

ll) 20 3.0 10. 7 1 21.7 7.8 53.8 ( 21. 8 50. 7l534. 1青 森 パ

ールネット (14) 20ー 1.1 4.8 II 15. 3 8. 1 58.9 2
2. 3 44. 2 I 309,7丸 か ご ( 3) 3 2.0 ll. 6 16. 1 7

.0 45.2 17. 5 83. 3 194.4耳 づ り ( 2) 2t 2.1 6. 3 162. 5 8. 3 72

.3 26. 1 47. 5 363.7平 均 l ( 1 7) 25 1.4l 6.3 IIl 8. 0I 58.3 22. 0I ー!49. 1I Iil 300.2平

内上 北下 北全湾平均 パールネ ッ ト丸 か ご II (2 1) 2 8I ( o) o 1.9I 2.4 ー

714. 3 ー 8. 1I il5
5.6 21. 9. !l!36. 8 ーIl352.1耳 づ り (2 4) 3 2 3. 3 7. 8 1 171.8 8. 1 62.3 t

24.4 139. 7 478.3l l l l ! [ r T T平 均 (3 0) 6 0 2. 9l 6. 2l - 8. 1 !59.2f I 23. 2I 38. 3I 4

19.4Il l f l l t 一 一パールネ ッ ト丸 か ご ( i) 1 ! 3. 9( 1) 1 1 0. 0 f 4.02. 0 12. 814. 6 1l 7. 68. 4 ー57.8l63.5 l 22. 3 60. 0l 24.4 80. O Il 213.31

82.5耳 づ り ( l l) 1 9 ! 4.5 13.1 159. 8I . 7. 8 !56.3l l 21.5 153.8.l l 312.3! I平 均 ( l l) 21 4.4 ll.9 - 7.8 .56.8l 21. 6 55.4 3
01.4

F I ー rパール ネ ッ ト丸 か ご耳 づ り ( 7) 8( 9) 13( 2) 2 2.61. 71.1 6.421. 312.3 13. 817.9201.0 圧 Z
l8.0i 48.248.659.5 16.918.221. 3 52. 9 ー64. 1

62. 5 201. 3274. 3323.4I平 均 (12) 23 1.8 15. 8

7. 7 49.4 18. 0 60. 0 265. 3パー ルネット (54) 76 2.2 5. 8 16.4 8.0



表-4 養殖数量調査 (平成 2年 4月30日現在)

-

7
6

-

漁 協 支所 糧貫等 7t; 年 産 貝 63

年 産 艮敷く人 ) 地 ま き供 出 販 売 (稚 貝 ) 販 売 (半 成 員 ) 現 在 の 保 有 取 I 現 在 の 保
有 取 I 販 売 取 I取 I B5期 取 JL 販 売 先 数 I ･7: . 丸 ft n'-▲手ツト 耳 吊 り 1 fE

耳 吊 り iI 貝 販 売 成 員 販 半 皮 具 販 小 ft(万 枚 ) (年 月 ) (万 枚 ) (万 牧 ) (万 枚 ) (万 枚 ) (万 牧 )
(万 枚 ) (万 枚 ) (万 牧 ) (方 杖 ) (万 枚 ) く ㌧ ) (ト~ (トン)平 竃 村 BS ¢ - a -

165 二三 1F I一° 2226 0 2373 723 a 723 ○ 1000 2一48 34一8lー1;; BB 684 2.一 0 - 1612 L/:.JFLll Il° 1776 ○ 1889 52 a 52 a ○
2693 2693覆 EEI村 ○○ 15TS I.12 B - 336 Li H-a 0 2020 ○ 2820

39一 a 39一 238 330 524 854Ef_TLl 5lI 298 2.3 34l L≡" .I l25lI 県 円 a 622 ○

822 a 8 B 一ら一 1062 一18 l一〇〇雷 鼻 円 73. ○ - 168

- 3○9 巣 円 タ0工 場加 工場加 工 場加 工 場加 工 場ト 963 948 0

1983 247 ○ 2一7 1639 ee一 1一35 2239油 川 26 ○ ■- 28一 324 127 454 B 581 8 o' 0 1228 8

929 929沖 蛇 7 98 2.一 0 ■■■- 0 8 52 a 52
14 8 1一 a a 0 8雷轟 I 40 2.一 0 - 43 0 85 0

85 0 a a 71 a 6 6遣 遭 12 32B 2.3 39 県 外 70 llI 6
8 a 78 2tI 0 .28 184 22 30 52原 別 15 B - 17○ 県 内 外 一96 0

231 0 231 6 0 6 301 5 I一° 148野 内 31 216 2.3 26 農 外 238 0 一
25 20 一一5 30 0 38 383 83 一一 lo†久 幕 板 一〇 3一0 2.3 297 県 外

0 0 一59 320 787 63 20 83 82○ 12 llll Il°小 285 1014 984 1560 1188 271一 3一B 一162 380 2lI 4BO 461一 906 2688

. 3594平 内町 土1 81 一〇8 I.12 loo 展 8 県 内県 漁 連 8 823 1112 1935 21

9 8 219 l一75 1063 51 lll一茂 漬 90 ～l一 1.12 298 県 内 漁 協 154 8 90
8 986 1894 403 a 483 491 158 一8 886103 515 I.12 183 213 B ]一06

2386 3792 353 349 782 437 59一 32 626責 田沢 lt6 2888 I.12 751
加 工 場 8 8 1647 3559 5206 587 0 5B7 B 353 9 362Jト5& 196 8 - 567 拷 157lI 293 261 4467 5021 一31 48 479 269 2

35lI 256 2606溝水 川 176 589 2.3 509 持 宕 屋 594 1138 0 3727 一865 257 930 1187 812 438 69 一99

小 iT 7一2 381一 2一Be 2531 143t 60JlS 16237 22713
2178 1327 3●497 3一8一 55一8 465 6013辺 地 町 192 5004 I.12 391 幕 円 950 L= :rJ 26



表-5 平成 2年度椎貝採取予定数量及び利用計画
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漁協 支所 採取計画 利 用

計 画探首者取(人 ) ≡:=:､il(方枚)1人当 り採苗欺 葦殖業者数 葦 猫 用
移 出用 地 ま き 用寵 耳 吊り 計 1人当個 数

量 放 流 時 期放流両横放流密度(万枚)(人 )(方枚) (方枚) (万枚)歎(方枚)(方
枚) (万枚)(年 .月)(㌶ ) (枚/TA)平 舘 村 ;● !●

92.2 ;● ●● 0 7929 ● 0 0 0 -賛田町 80 4740 59 .3

80 4 0 4 0 0 4040 50.5 0 700 2.12 117 6.0荘田村 ;● 4300 ● ●● 2500 0 2500 37.9 0 1800 2.12 170 10
.6後港 50 2700 5 4 .0 50 2 100 0 2100 4

2.0 300 300 3.3 72 4.2青森市 奥内 73 2400

32.9 73 2100 0 2100 28.8 300 0 -油川 22 1200 54.5 22 900 0 900 40.9 300 0
沖他 7 145 20.7 7 45 0 45 6.4 0 100 3.4

17 5.9青森 4 180 45.0 4 56 0 56
14.0 0 124 3.4 21 5.9道道 12 500 41.7 12 115 0 1

15 9.6 40 345 3.3 58 5.9原別 15 1000 66.7 15 800
0 800 53.3 200 0野内 31 1330 42.9 31 1000 30 10

30 33.2 50 250● 3.3 36 6.9久要坂 40 1900 47.5 40 800 300
1100 27.5 400 400 3.3 55 7.3小計 204 8655 42.4 204

5816 330 6146 30.1 1290 1219 187 6.5平内町野辺地町 土産 61

2500 41.0 61 730 1300 2030 33.3 0 408 2.12 47 8.7茂浦 90 4300 47.8 90 2000 1743 3743 41.6 350 214 2.12 36 5.9
浦田 104 5720 55.0 104 1900 3000 4900 47.1 300 520 2.12

72 7.2東田沢 117 11700 100.0 117 2580 3225 5805 49.6 012
90 2.12 250 5.2小湊 196 7840 40.0 196 2492 4500 699

2 35.7 260 588 2.12 750 0.8清水ノー 182 7600 41.8 182 2100

3500 5600 30.8 500 900 3.3 100 9.0小計計 750 39660

52.9 750 11802 17268 29070 38.8 1410 392
0 1255 3.1● 8920 46 .5 192 0 3520 ■3520 18.3

400 5000 2.1 2 1267 3.9:∴.. ● 11800 121.6 97 2500 2
500 5000 51.5 0 6800 2.12 600 11.3むつ市 117 6000 51 .3 117 1000



(2) 元年産貝 (半成貝)

地まき用種苗は9漁業協同組合 (種苗生産者数1,566人)で約 3億 1千万枚が放流されている｡

販売数量は他地区への移出用に約 9千 8百万枚 (椎貝)､加工用に8千 4百万枚 (半成貝)が取 り

扱われており､現在の保有数は約 4億 1千万枚 と昨年同様の保有数であった｡

養殖方法別の割合 を表 6に示 した｡ 今回の調査ではパールネット37.3%､丸亀14･1%､耳づ り

48.6%であり耳づ りの増加傾向は続き､丸寵は極端に減少している｡

(3) 2年産貝 (椎貝)

採苗予定者1,949人で11億 4千万枚の椎貝採取を計画している｡ 内訳は養殖用 6億 5千万枚､地

まき用 4億万枚､移出用 3千 4百万枚となっている｡

表 6 養殖方法の割合 (単位 :%)

年度 方法パールネット 丸 寵 耳 づ り 合 計

備 考2 37.3 14.1 48.6 100 元年産

貝 :41,451万枚元 28.6 24.3 47.1 100

63年産貝 :41,827万枚63 32.5 24.8 42.

7 100 62年産貝 :51,773万枚62 29.8 22.

3 47.9 100 61年産貝 :43,044万枚61 33.3 22.2

44.5 100 60年産貝 :44,058万枚考 察今回の調査ではへ

い死率及び異常貝出現率は低下しているが成長の良い冬季間に-い死個体が生じており､へい死しない養殖方法が課題である｡特に､パールネット等-の収容数は改

善の傾向にあるが垂下連の間隔が狭 く､なお一層の改善が必要 と考えられる｡また､耳づ り養殖

は資材費が安 く初期のホタテガイの成長が良いことから優れた養殖方法の一つであるが付着物が多く

成貝まで養殖することが難しい欠点を有している｡ 現在は耳づ り養殖が全養殖数量の約半分にまで達

し半成貝出荷が急増しているが､成貝出荷を主とする寵養殖の割合を増やすことが急務である｡このことはホタテガイ種苗の確保に必




